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いろいろな汚れを落とす優れた洗浄水です。
除菌・消臭・帯電防止効果を併せ持っているので、様々な用途にご使用いただけます。
※３ページ目の使用できない場所や注意事項をよく読んでご利用ください。

用途 濃度 使用方法 コツと注意点

タバコのヤニ
壁・スチール家具
ドアノブ等の除菌

洋服の脱臭

足･靴のにおい

ガラス窓のテープ
の剥がし跡

ガラス窓・鏡

エアコン パソコン
TV･電話 コピー、
ファックス

時計の金属バンド
電気シェーバー

便器
トイレの床・壁

いれ歯・歯ブラシ・
コンタクトケース等
の洗浄・除菌

浴槽洗い

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

10倍

原液 ～
5倍

希釈液を適量スプレーして
汚れ が浮き上がってきたら
布・ペー パータオルなどで
ふき取りま す。

スチール壁や家具などの広い
面積 は、液だれ跡防止のため
均一にスプ レーしてください。
注！汚れの経過年月によって
まだら になる場合がありますの
でご注意くだ さい。

着用した洋服に適量をスプレー
してタバコ・焼き肉の臭いをと
ります。

カーテンにも使えます。
注！目立たないところで、試して
からお使いください。色落ちする
場合があ ります。

靴を履く前や脱いた時
に、靴の 内部や足裏に
スプレーします。

革のにおいや滲みこんだにおいは
取れにくい場合があります。
注！皮革の表面にかかるとシミに
なる場合があります。

汚れがひどい場合は原液で繰り
返すか、ティッシュを貼付け、 ス
プレーして1、2分後にふき 取り
ます。（接着剤の種類によ り取
れない場合もあります。）

プラスチックのヘラ等を使うと落
としやすい場合があります。
（金属の硬いヘラは傷つく場合
がありますので使わな いでくださ
い。）

浄水で希釈して、ガラス
を拭き ます。二度拭き不
要できれいに なります。

浮き上がった汚れを拭き
取った後乾いた布などでふ
き取ると透明感が出ます。
※水垢は落ちません。

布にスプレーしてから拭き、乾
いた布などで仕上げます。
キーボードなどは水がしみこま
ないように注意して柔らかい
布などでふき取ってください。

注！
通電部など水がかかる
とショートする部分には
使用できません。

適当な容器に希釈液を入
れ水に浸かってもよい部分
を浸して数 十秒～1、２分
振り洗いしま す。 その後、
乾いた布又は柔らかい布な
どでふき取ってください。

汚れがひどい場合にはお湯で
薄める か希釈液を４０度程度に
温めて使って ください。

注！メッキは剥がれる場合
がありますのでご注意くだ
さい。

便器に直接スプレーし浮き
上 がった汚れをふき取って
ください。 除菌もできます。

※尿石は落ちません。

コップに適量入れて１５分
ほど浸けおきします。

水道水ですすいでください。
注！有効だと思いますが、人体に
関するものは不特定多数に広告す
る場 合、別の認可が必要です。

湯垢（皮脂）にスプレーし、ス ポ
ンジ等で擦り洗いしたあと、 き
れいな水で洗い流してくださ い。
泡立たないため、スピーディー
に清掃できます。
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用途 濃度 使用方法 コツと注意点

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

５倍

原液

原液

10 ～
100倍

キッチンの汚れ
電子レンジ・冷蔵
庫・ 炊飯器・電
気ポット

換気扇・ガス台

まな板・包丁・
キッチンバサミ
理容院、美容院
のハサ ミ

食器・調理器

生ゴミ・バケツ

レンジフード
テーブル

ヘルスケア

血液

汚物処理
介護臭

化粧用パフや
ブラシ

カビ対策

汚れた部分に直接スプレー
し１～２分後浮いた汚れを乾
いた布 やキッチンタオルな
どで拭き取ってください。

汚れた部分に布・柔らかい布な
どを当て原液をスプレーし十分
に湿らせてから数分後布やキッ
チ ンタオルで拭き取ってくださ
い。

直接スプレー後２～３分放
置してから、水道水で洗い
流してください。 まな板は布
で覆い原液をスプレー して
２～３分後水道水で洗い流
してください。

浸したスポンジで
洗った後、水道水で
すすいでく ださい。

生ゴミに直接スプレー。 容器
の洗浄は、汚れ部分にスプ
レーし浮き上がった汚れを拭
き取るか洗い流してください。

スプレーして、きれいな布で
拭き上げてください。 ステン
レスの曇りが取れ、除菌 も
できます。

温水で適量に薄めタオ
ルなどをぬらし絞ってか
ら体を拭きま す。

直接スプレーし、冷水
で洗い流してください。

オムツを汚物処理した後の
表面に直接スプレーしたり、
部屋にスプレーします。

5倍液を容器に作り、パフはも
み洗い、ブラシは振り洗いして
完全に乾燥させてください。

カビが発生している
所に、直接スプレー
してふき取ります。

頑固な汚れには、お湯で２倍
に薄めて温めると効果的。
もっと頑固な汚れは、原液を温
めて、ティッシュ等を濡らし、数
分置いてから、ふき取ってみて
ください。
※汚れがこびり付いていると
きは繰り 返してください。

※ハサミ等、原液に浸し、
乾燥させると、防錆効果が
あります。この場合、水洗
いは不要です。 除菌がで
き、切れ味も良くなります。

※漂白剤が使えない金属製
品にも使 えます。 隙間の汚
れやカビ除去ができます。

魚の腐った臭いは、別
途、天然成分の液をプ
ラスするとよく取れます。

手術用のメス等の一次
洗浄にも使われています。

除菌もでき清潔に保てます。
注！濡れたまま保管すると菌
の繁殖が進むため、乾燥する
場所に保管し てください。

汚れがひどい場合はティッシュ等
に吹 き付けた物をそこに張りつけ、
時間を おいてからふき取ってくだ
さい。 ※根が生えたカビの対策に
は、カビ専用液があります。
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切り花、植木

家庭菜園

おもちゃ

用途 濃度 使用方法 コツと注意点

加湿器の水

加湿器補水
部分の洗浄

車内

ウインドウォッシャー

５倍

５倍

５０倍

１０倍

原液

原液～
3倍

１００倍

薄めた液を切り花や観葉
植物の散水に使用します。

アブラムシ等、害虫対策。

おもちゃ・ぬいぐるみなどの汚
れに直接スプレーし、乾いた
布で拭き取ります。

薄めて使用すると、インフルエ ン
ザ等浮遊菌対策が期待できます。
また、水のタンク内がきれいにな
ります。(ph11程度に調整）

補水部分の洗浄用に。液を
入れてゆすってください。菌が
繁殖 したバイオフィルム等を
除去で きます。

ガラス・鏡・ダッシボー
ド・ ハンドルなどにスプ
レーし、ふき取ってくだ
さい。

適量に薄めた液をタンクに
入れて通常にお使いくださ
い。

花もちが長くなり、植木
の生長が早くなります。

注！振動子を使った加湿器には使
用しないでください。
※薄める水によって同じ倍率でも希
釈後のｐHが違うのでご注意ください。

水が溜っていれば原液で、
乾燥していれば３倍程度で
も可。

車内に噴霧すると室内の脱臭がで
き ます。エンジンを掛けエアコンを
回した状態で吸気口から噴霧してく
ださい。エアコンの嫌な臭いが取れ
ます。

注！室外の場合、冬季は凍結
しますのでご注意ください。

★下記の箇所には使用できません。
１，湿度が上がることによって不具合の出るもの。
２，皮革類（合皮含む）や布等で水がしみこんでシミになるもの。
３，白木の家具、木製品で水がしみこむもの。
４，電気製品の配線・通電部分・プリント基板面など。
５，絵画、貴重品、貴金属等。
６，アルカリに反応して、変質・変色するもの全般。（塗装・被膜・他）

★注意してください。
１，クリアコーティングしてある眼鏡は長時間の使用でコーティングがはがれる可能性があります。
２，真珠・珊瑚・エメラルドなどの装飾品やアルミ・真鍮などは浸けおきすると変質する場合があります。
目立たないところで確認頂くか、スプレー洗浄にてご使用ください。

３，時計の場合、「スーパーふしみーず ｐH13」の浸透力により内部に浸水する場合があります。
時計を洗浄する場合はバンドのみにスプレーにてご使用ください。

４，ワックスをかけた床や車等には直接スプレーせず、薄めた液を布等につけ、拭いてください。

★希釈は目安です。薄める水の質によって、phが違います。
★希釈は浄水でしてください。水道水の場合は、記載倍率より濃くしてください。
★お湯で薄めて40～５０℃程度で使うと汚れが落ちやすくなります。（火傷にご注意ください。）
★薄めたものはなるべく早く使い切ってください。ＰＨが11未満になると中和しやすくなります。
★必ず蓋を閉めてください。蓋のない容器に入れたものは、アルカリ度が下がり、効果が薄れます。
（空気に触れる面積が少ないほどpHが下がりにくくなります。）

★原液を別の容器に入れる場合は、ガラスかＰＥマークのあるものをお使いください。
ＰＥＴ（透明）は溶けて漏れる可能性があります。アルミ缶には絶対入れないでください。

★希釈水もナノバブル水にすると効果が見込めます。



原液希釈の仕方
● 準備するもの
● 原液● 水 ● 500ｃｃ～1000ｃｃの計量カップ● ジョウゴ● 空ボトル

例 5倍希釈で100mｌ作る場合

100ml÷５倍希釈=必要原液２０ml
原液
20ml

水
80ml

100mｌ

● その他
● 原液を使う場合：しつこい油汚れ落としや錆止め
● より洗浄能力を高める方法。使うときにお湯で薄めて利用してください。50℃程度。 （火傷に
注意）
● 薄める水質やｐH によって、洗浄能力が変わります。
● ｐH１２未満になると中和しやすいため、必要な分だけ適正に希釈してください。 （ｐH１３の原
液を中性の純水で５倍に薄めた場合、ｐH１２以上あります。）
● 原液はＰＥ（乳白色）に入れてください。ＰＥＴ（透明）アルミ缶等には入れないでください。）

その他、質問などはお気軽にご相談ください。

すべて
5倍希釈です。


